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索吸収割合が低いのは中干しによる吸収抑制が大きいた

ためで，中干し前は著しく多い。また対照田は排水田

に比べて籾の窒素吸収量が総吸収量に占める割合も5

～10多低く（第4囲），吸収された窒素1才当たり

の玄米生産も4～7才低い（第5図）。

4　摘　　　　　　要

1　一般に対照田は排水田に比べて初期生育は悪く，

後期生育は旺盛であるが，稚苗移植の場合はこの傾向

が一層顕著である。また生育Stageの遅れも成苗手

植よりは大きい。

2　対照田の稗長，穂長は排水田を上回っており，

また下位節間の伸びも大きい。

5　わら重，玄米重ともに対照田は排水田を下回っ

ているが（7000区のわら重のみ異なる）特に玄米収量

は著しく，各区アール当たり10幅以上も低く，20

多内外の減収となっている。

4　収量構成では，稚苗移植の場合も成苗移植と同

じ傾向にあって，対照田は豊熟歩合（8～25多）．

千粒重（0．7～1．2才）が低く，同じ籾数での千籾当た

り収量に4　才弱の差がみられる。

5　窒素追肥の効果は対照田では，やや認められる

程度であるが，排水田では，明らかに認められる。ま

た追肥による籾数の増加は排水田が大きく，対照田は

小さい。

‘　稲体の窒素濃度は，成苗，稚苗移植ともに生育

初期は排水田が高く，後期は対照田が高いが，成苗手

栂では，8月上旬に逆転しているのに対して，稚苗移

植では7月中旬に逆転しており，その差も成苗手植よ

りは大きい。

7　一般に泥炭田は倒伏しやすく．稚苗移植栽培は．

後期における草丈，梓長の伸びあるいは下位節間が長

い等，倒伏しやすい要因を多く持っているので一層の

注意が必要になろう。

干拓地における機械作業基盤の確保に関する研究
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1　ま　え　が　き

今後の農業情勢に応じた稲作方式を干拓地という特

殊条件下において確立するため，乾田直播栽培を取り

上げ，その技術的問題について解明したのでその結果

を報告する。

2　試　験　方　法

この試験は，松島湾干拓水田100haを対象として

昭和47年から48年にかけて実施したもので，究明

する重点内容は機械作業を可能とするための基盤確保

を第一に取り上げ，併せて播種条件を満たすための砕

土精度の向上策及び一貫した娩耗化作業体系の確立の

三点とした。

この場合の基幹となる機械施設は，50～40Ⅰ⊃S級

トラクタとその適合作業軌刈幅1．2の自脱型コンバ

インでありライスセソクーである。

なお，圃場条件としては，トラクタの走行不能水田

（軟弱地盤）が45啓，走行可能水田（硬地盤）が55

珍となっている。

5　試　験　結　果

1　機械作業基盤の確保について

この干拓地水田には，地表下1mの深さに本暗きェ

が施工されているが，埋設パイプの日詰りや地盤凹凸

等の影響を受けて排水機能が著しく低下している。

したがって，乾田直播栽培を実施するに当たり効果

的な用排水管理を行うため，第1回に示した本暗きェ

と独立した簡易暗きェを施行した。

その結果，第2回にみるように埋設探の分布は軟弱

地盤においてはフロート式ではあるが，施行機の滑走

面の凹凸や軟弱慶に影響を受けて50～100％の垂直

分布むらを生じている。

硬地盤ではトラクタの走行基盤が確保されている限・

り垂直分布むらは少ない。

施行効果は，第5図のとおり硬軟いずれの地盤にお
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簡易暗き　ェ施行効果
（S R－Ⅱ小コーン）

いてもかなり高い効果が期待できる。

特に，硬地盤での施行効果は顕著で貫入抵抗の増大

が下層にまで及んでいる。

しかしながら，軟地盤での埋設むらは排水効果に直

接結びつくし，作業能率が低いので総体的な施行技術

について検討を要するし，硬地盤については効果持続

と局部的軟弱地盤に対する適応性を考慮しなければな

らない。

2　耕うん砕土精度の向上について

春季耕うんに対する秋季耕うんの効果は第1表のと

おり，2C詔以下土粒の増大に効果的であるとともに．

播種作業を大きく阻害する4C彿以上の土粒割合の減少

効果が大きい。

第1蓑　秋季耕うんの効果（ロータリー）

2 C 罪＞ 2 一一 4 4 ～ d

　 酵

7 5 ．0 1 8 ．0

5 1．0 8 ．0

2 4 ．0 1 0 ．0

第2表　簡易暗きょ施行効果（軟地盤）

　 土 粒 径

区 名

2 C刀＞ 2 ～ 4 4 ～ d 占 ＜

簡 易 陪 き よ施 行 区 5 0．0 1 5．0 5 0．0 5．0．

無　 施　 行　 区 4 5．0 1 8．0 5 0．0 7 0．

比　　 率　　 差 5 0 － 5，0 D － 2 ．0

第5表　簡易暗きェ施行効果（硬地盤）

＼ ＼ 土 粒 径

区 名 ＼ ＼

2 C 郡＞ 2 ～ 4 4 ・一 ° さ＜

簡 易 暗 き ょ施 行 区 5 8．0 2 占．D 1 （5．0 0

無　 施　 行　 区 4 9 0 1 5 ．0 5 1．0 7 0

比　　 率　　 差 9 0 1 5．0 － 1 5．0 － 7 0

簡易暗きェの施行による砕土率向上は，第2，5表

のとおり，それぞれ効果を発揮しているが，秋季耕う

んほどの効果は見られず簡易暗きェ施行による春季耕

うんの可能性は兄いだせなかった。

故に，簡易暗きょの施行と秋季耕うんの組合せが播

種条件整備のための砕土率向上に効果的であると考え
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る。

5　枚械化作業体系の確立について

機械化作業基盤の確保から見た体系上の問題点とし

ては，秋季耕うん作業の圃場乾燥促進との関連での稼

動期間拡大が望まれる。

そのための簡易暗きェ施行は．トラクタ走行基盤に

第4表　機械化作業体系

よってフロート式と直装式を使い分けるとともに，直

装式の場合には効果持続の点から農作業の一環として

組み入れるべきである。

更に，期間的制約の大きい自脱塾コソパインの稼動

量を高めるため降雨後の作業基盤確保にも配慮すべき

である。

作　　 業　　 名

使　　 用　　 機　　 械 圃　 場　 作　 業　 量
作 業

回 数

実 作 業

率作　　　 業　　　 機 作 業 幅
作 業

速 度

匪 l ：場

効 率

距l ：場

作 業 量

　 ／
土 壌 改 艮 資 材 散 布 f

耕　 フ　 ん

ブロー ドキ ャス ク （ケイ カル ）

m

5．5

毎 ／ h r

1 5 ．5

帝

1 7

h a ／ h r

5 ．4 1

卑

8 0

〝　　　 （ ヨウ リソ ） 5 ．0 1 5 ．5 1 9 5 ．0 1 8 0

ロ　 ー　 タ　 リ　 ー 1．7 1．6 7 7 0 ．2 1 7 5

簡 易 暗 き ょ （ フ ロー ト式 も ぐ ら臆 き ょ機 5 ．0 1 1．5 1 2 0 ．0 8 1

1

d D

直 装 式 も ぐ ら 暗 き ょ磯 2 ．5 7 5 5 5 0 ．2 4 8 0

砕　　　　　　　　 土 ロ　 ー　 タ　 リ　 ー 1．8 4 ．0 8 0 0 ．4 7 5

均　　　　　　　　 平 ツ　 ー　 ス　 ′、　ロ　 ー 2 ．7 5 ．0 8 2 1，2 1 8 0

施 肥 播 種 （ グ レー ン ドリル （ 2 1．7 × 7 ） 1．5 1．1 5 8 0．5 1

1

7 0

〝　　 （ 5 0 ．2 × 5 ） 1．5 1．4 d O 0 ．4 7 0

除　　 草 （ ブ ー ム ス プ　 レ ヤ 7 0 2 ．1 8 8 1．1 8 0

背 負 式 散 粒 機 5 0 ．0 1．1 8 9 1．4 5 7 5

防　　　　　　　　 除 畦 畔　 ス　 プ　 レ　 ヤ 5 0 ．0 1．0 d d 1．1 5 7 0

収　　　　　　　 穫 自 脱 型 コ ン バ イ ン 1．2 0．8 8 7 0．0 8 1 8 5

運　　　　　　　　 搬 ト　 レ　 ー　 ラ　 ー 2 ．O t 1 5 ．0
－ 0．5 8 0

乾　　 煉　　 調　 製 （ ラ イ ス セ ソ ク ー ）
－

l
－ －

4　　ま　　　と　　　め

かん排水関係では地下水位20～50と盈までは毛管現

象によって水分が上昇し，過湿となるので根を張る作

土と毛管上昇分の40－50の刀まで地下水位を下げる

必要がある。

過去のデータによれば多収をねらいとする場合には

70C珊附近まで地下水位を下げるのが望ましいとされ

ているが，干拓地としての塩害，漏水による地力減耗

が大きくなり問題である。

また，槻枕の運行，作業の実施面からしても整地時

地下水位40C盈程度が望ましく20～50mの降雨があ

っても2日後には作業可能となる土壌条件が要求され

る。

更に局部的な圃場の凹凸による滞水防止には簡易な

明きェ排水溝が効果的である。


